
安全報告書

2025・2026シーズン

営業期間　　令和6年１1月22日（土）～令和7年５月1日（金）　営業日数　１５０日　

八甲田国際スキー場

八甲田パーク株式会社



　頂いた皆様には深く感謝を申し上げます。

　今シーズは１２月・１月雪が多く8番～10番除雪・鉄塔の雪下ろし等で営業時間の短縮でご迷惑を

　お掛けしました。又、自衛隊の方々御協力ありがとうございました。

  今後、安全第一を念頭に、法令遵守ととに事故防止に努めております。 

　皆様のご協力をお願い致します。

  本報告書は、鉄道事業法に基づき、当社は輸送安全対策の取組を広くご理解をいただき公表

  するものである。

　　皆様のご意見、ご助言を安全輸送に役立てる為に積極的にお聞かせ頂ければ幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　田中日出雄

【基本方針】

　　当社の、索道事業の安全に対する基本的な方針は次のとおりです。

 　 全職員がこの安全方針を尊守し、常に安全が確保されるように努力いたしております。

（１）　一致団結して輸送の安全の確保に努めます。

（２）　輸送の安全に関する法令及び関連する規程をよく理解するとともにこれを尊守し、厳正、

　　　 忠実に職務を遂行する。

（３）　常に輸送の安全に関する状況を把握し、推測に頼らず確認の励行に努め、疑義のある

　　　 ときは最も安全と思われる取り扱いをします。

【安全目標】

　　安全管理規定に定めた基本方針に基づき、全職員一丸となり安全管理態勢の強化に努め

   てまいります。

（１）　安全意識の向上

　　　　ヒャリ・ハット及び不安全行動などの業務報告書を分析し、整理し事故情報等と併せて

　　　 事故防止対策を実施致します。

（２）　コミュニケーションの強化

　 　　現場の巡視を随時行い、コミュニケーションの充実を図り情報を共有する。

（３）　インシデント・索道事故を発生させない

　　　 社員一丸となり、「索道事故及びインシデント」ゼロを目指します。　　　　　　　　　

（４）　労働災害を発生させない。

　　　 社員一丸となり、労働災害発生させない。

  ２５～２６シーズン１件の脱索事故が発生したが、怪我人も無く無事に終了する事が出来、ご利用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八甲田パーク株式会社　

２．基本方針と安全目標

１．はじめに



（１）　索道運転事故（索道人身傷害事故）・インシデント（事故の兆候）

　　　 国土交通省への運転事故報告はインシデント１件でした。

（２）　災害（地震や暴風雨、豪雪など）

　　 　雪不足・強風による運行停止は以下の通りです。

（３）　行政指導等

（１）　安全教育

　　輸送の安全確保、非常時の人命救助などについて従業員教育、訓練を実施し知識と技術向上に

    努めております。

・　東北索道協会　青森地区部会技術研修会参加

・　索道技術管理等講習会参加

・　東北索道協会　青森地区部会各種研修会参加

（２）　緊急時対応訓練

　救助訓練の目的

　　異常気象や万一、事故が発生した場合、併発事故の防止とお客様の救護を最優先とし速やかに

　初動体制を取ることや関係箇所との連絡、お客様への対応など、訓練を反復することで社員の対応

　能力向上を図る目的とします。

　救助訓練の実施

 ・シーズン営業開始前、全社員による救助訓練を行います。

 ・シーズン中にも救助用具による救助訓練を行う。

　　　　　無し

４．輸送の安全確保のための取組

八甲田ペアリフトＡ線 運行無し 運行無し 運行無し 運行無し

八甲田ペアリフトＢ線 ５日 ４日 ０日 １日

３．事故の発生状況とその再発防止措置

リフト名 リフト停止日数 営業後雪不足 リフト故障 悪天候



　　　社長・最高責任者、会長・安全統括管理者、索道技術管理者

　　各種責任者の責務を明確にした安全管理体制を構築する。

 索道の保守管理、及びその他技術上の事項に関する業務を統括する。

　当社は約６０％がリピータで最大限にお客様の協力を仰いでおります。

　常にお客様と接しシーズン会員の方々には特にスキー場全般に情報を提供して頂き、直ち

に対応出来る体制が出来ております。

　レストランは全て手作りでの料理を提供しお客様の声を大切に更なる新商品提供できるよう

心がけております。

　お客様からは全国のスキー場の中でここが一番美味しいと評判で社員は張り切って更なる

向上を目指しております。

索道技術管理委員  索道技術管理者の指揮の下、索道の運行の管理と施設

 の保守管理などの事項に関する業務を行う。

６．お客様との連携

安全統括管理者  輸送の安全確保に必要な設備投資、人事、財務、索道の運行と管理

索道技術管理者

総務部長  代表取締役の補佐をし索道、スキー場全般及び関係箇所

（スキー場総合責任者）  を統括して管理責任を持ち、代表取締役に助言する。

総務部長

（スキー場総合責任者）

索道技術管理委員

各担当係員

代表取締役社長  輸送の安全確保に関する最終責任を負う

５．安全管理体制

代表取締役

安全統括管理者

索道技術管理者



　今後の安全推進の参考資料とさせていただきます。

この安全報告書に関するご意見、ご要望がございましたら是非お寄せ下さい。

　　　　　　　　　　　〒０３０－０１１１

青森市荒川字寒水沢１－３４

八甲田パーク株式会社

ＴＥＬ　０１７－７３８－８５９１

ＦＡＸ　０１７－７３８－９９５０

Ｅ-all：office＠hakkouda-p.com

７．安全報告書への意見募集


